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2型糖尿病由来好中球の炎症制御に関与する
microRNA の同定及び機能解析
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丹 野  寛 大

皮膚創傷治癒過程におけるNKT細胞機能の解明

この度は第50回日本創傷治癒学会において、栄誉ある研究奨励賞を
受賞させていただき、身に余る光栄に存じます。これもひとえに研究に携
わっていただきました諸先生方のご指導ご鞭撻によるものであり、この場
をお借りして深く感謝申し上げます。

受賞研究である「2型糖尿病由来好中球の炎症制御に関与する
microRNAの同定及び機能解析」は、創傷治癒遅延により感染を起こし
重症化する糖尿病性創傷に着目し、治癒促進効果のある新規治療法の
開発を目指した研究です。治癒遅延の要因として、2型糖尿病マウス創傷
部への好中球の集積により炎症が長期化すること、それには糖尿病由来
好中球の機能異常が関与することを示しました。また、マイクロアレイ等を
用いて糖尿病由来好中球特異的に発現するmicroRNAを同定し、創傷部
でのmicroRNAの過剰発現により治癒促進効果が認められたことで、治
癒遅延に関与する糖尿病由来好中球の分子機構の一端を解明しまし
た。

この受賞を励みに、創傷治癒研究を基盤としたさらなる研究発展を目
指し、これからも邁進して参ります。日本創傷治癒学会の諸先生方には、
今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げ、感謝の言葉とさせて
いただきます。

第50回日本創傷治癒学会において、研究奨励賞という名誉ある賞を賜
り、大変光栄に存じます。これも偏に、今までご指導いただいた館正弘教
授、川上和義教授、菅野恵美准教授、佐々木綾子さんをはじめとする皆
様のおかげであり、御礼申し上げます。

私が初めて本学会に参加したのは、10年前の大学院生のころでありま
した。会場のロビーで菅野先生と発表の練習をしたことを覚えておりま
す。この10年で発表した演題を振り返りますと、全てNKT細胞に関連した
内容で発表であり、この細胞と出会って10年経つのかと思うと感慨深い
ものがあります。

NKT細胞は、T細胞とNK細胞の特性を併せ持つユニークな細胞です。
我々は、NKT細胞が、好中球集積やサイトカイン産生を調整し、治癒を
促進することを明らかにしてきました。近年は、細菌が感染した創傷にお
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2020年11月に書面上で行った令和３年度社員総会（評議員会）における決議にて、以下の通
りの役員および新評議員3名（*印）が承認されました。
新体制の下に学会のさらなる発展のため邁進していく所存ですので、会員の皆様にはますます

のご支援・ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

第50回日本創傷治癒学会において、研究奨励賞という名誉ある賞を賜
り、大変光栄に存じます。これも偏に、今までご指導いただいた館正弘教
授、川上和義教授、菅野恵美准教授、佐々木綾子さんをはじめとする皆
様のおかげであり、御礼申し上げます。

私が初めて本学会に参加したのは、10年前の大学院生のころでありま
した。会場のロビーで菅野先生と発表の練習をしたことを覚えておりま
す。この10年で発表した演題を振り返りますと、全てNKT細胞に関連した
内容で発表しており、この細胞と出会って10年経つのかと思うと感慨深
いものがあります。

NKT細胞は、T細胞とNK細胞の特性を併せ持つユニークな細胞です。
我々は、NKT細胞が、好中球集積やサイトカイン産生を調整し、治癒を
促進することを明らかにしてきました。近年は、細菌が感染した創傷にお

この度は第50回日本創傷治癒学会において研究奨励賞という名誉ある賞をいただき誠にありがとう
ございます。学会会長貴志和生先生、選考委員会の先生方、学会を運営していただいた事務局の先生
方に心より御礼申し上げます。また研究ができる環境を与えていただいた兵庫医科大学形成外科教授
垣淵正男先生に深く感謝いたします。

本研究は創傷治癒における神経細胞の役割に焦点を当てた基礎研究であり、2005年大阪大学大
学院生時代の末梢神経再生研究から派生した研究です。その後、兵庫医科大学で線維芽細胞を用い
た伸展刺激の研究に関わったことがきっかけとなり、神経細胞に伸展刺激を加えると創傷治癒にどの
ような影響を与えるかという興味から研究を始めました。皮膚線維芽細胞も神経細胞も伸展刺激をす
ることで自身が分化するだけでなく、サイトカイン分泌により互いの分化をさらに促進し合うことが分
かり、伸展刺激がケロイドを増悪させる機序に神経細胞も関与している可能性が示唆されました。

本賞をいただいたことで臨床仕事が終わってからの深夜の研究生活が報われた気がします。今後も
引き続き形成外科医として臨床と研究の両面から創傷治療に貢献する所存です。

けるNKT細胞の役割について解析し、細菌感染時にNKT細胞は、治癒のみならず細菌排除も促進する
ことを明らかにしました。この成果は、NKT細胞コントロールによる新規治療法の開発につながる可能
性を秘めています。今回の研究奨励賞を励みとし、今後も創傷治癒学の発展に貢献していく所存で
す。
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伸展刺激を介した皮膚線維芽細胞と神経細胞の
相互関与からみるケロイド増悪要因の解明
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